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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音楽記録媒体から音声情報を再生するオーディオ再生装置であって、
　外部バスを介して互いに接続されたディジタル信号処理ＬＳＩ、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ、属
性情報読み取り手段、属性情報解析手段、およびスクランブル／デスクランブル制御手段
を備え、
　前記ディジタル信号処理ＬＳＩは、
　　前記音楽記録媒体から読み出されたディジタル信号を処理するディジタル信号処理手
段と、
　　前記ディジタル信号処理手段から出力されるディジタル信号をスクランブルするスク
ランブル処理手段とを有し、
　前記Ｄ／Ａ変換ＬＳＩは、
　　前記外部バスを通じて伝送されてくるスクランブルされたディジタル信号をデスクラ
ンブルするデスクランブル処理手段と、
　　前記デスクランブル処理手段から出力されるディジタル信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ
変換手段とを有し、
　前記属性情報読み取り手段は、前記音楽記録媒体から読み出されたディジタル信号を処
理して得られる音声の品質に関連する情報（以下、ディジタル信号品質情報）を含む属性
情報を読み取り、
　前記属性情報解析手段は、前記属性情報読み取り手段により読み取られた属性情報を解
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析し、
　前記スクランブル／デスクランブル制御手段は、前記属性情報解析手段の解析結果に基
づいて、前記スクランブル処理手段と、前記デスクランブル処理手段とを制御する、オー
ディオ再生装置。
【請求項２】
　前記ディジタル信号品質情報は、当該ディジタル信号のサンプリング周波数および／ま
たは量子化ビット数であることを特徴とする、請求項１に記載のオーディオ再生装置。
【請求項３】
　前記スクランブル／デスクランブル制御手段は、
　　前記スクランブル処理手段を制御するスクランブル情報と、前記デスクランブル処理
手段を制御するデスクランブル情報を保持しており、
　　一の前記スクランブル情報と、一の前記デスクランブル情報との組であるスクランブ
ル／デスクランブル情報に付与された識別子と、前記属性情報解析手段により解析された
属性情報の解析結果とを互いに対応付けた一つ以上の組が記載されたテーブルとを保持し
ており、
　　前記属性情報解析手段から解析結果を受け取り、前記テーブルを参照し、前記解析結
果に対応するスクランブル／デスクランブル情報を選択し、
　　選択した前記スクランブル／デスクランブル情報を前記スクランブル処理手段と、前
記デスクランブル処理手段とにそれぞれ与え、前記スクランブル手段と、前記デスクラン
ブル手段とを制御することを特徴とする、請求項１に記載のオーディオ再生装置。
【請求項４】
　前記ディジタル信号処理ＬＳＩは、前記スクランブル処理手段を制御するスクランブル
情報を複数有するスクランブル制御手段を有し、
　前記Ｄ／Ａ変換ＬＳＩは、前記デスクランブル処理手段を制御するデスクランブル情報
を複数有するデスクランブル制御手段を有し、
　前記スクランブル／デスクランブル制御手段は、
　　一の前記スクランブル情報と、一の前記デスクランブル情報との組みであるスクラン
ブル／デスクランブル情報に付与された識別子と、前記属性情報解析手段により解析され
た属性情報の解析結果とを互いに対応付けた一つ以上の組が記載されたテーブルを保持し
ており、
　　前記属性情報解析手段から解析結果を受け取り、前記テーブルを参照し、前記解析結
果に対応するスクランブル／デスクランブル情報を選択し、
　　選択したスクランブル／デスクランブル情報に付与された識別子を前記スクランブル
制御手段と、前記デスクランブル制御手段にそれぞれ出力し、
　前記スクランブル制御手段は、
　　前記スクランブル／デスクランブル制御手段から出力された前記識別子に対応するス
クランブル情報を前記スクランブル処理手段に与え、
　前記デスクランブル制御手段は、
　　前記スクランブル／デスクランブル制御手段から出力された前記識別子に対応するデ
スクランブル情報を前記デスクランブル処理手段に与えることを特徴とする、請求項３に
記載のオーディオ再生装置。
【請求項５】
　前記スクランブル／デスクランブル制御手段は、前記属性情報解析手段の解析結果に基
づいて、最も品質の高い再生音声が得られる前記ディジタル信号から順番に、スクランブ
ル／デスクランブルの手順がより複雑な処理を実行するように、前記スクランブル処理手
段と、前記デスクランブル処理手段とを制御することを特徴とする、請求項１に記載のオ
ーディオ再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、外部バスを介して互いに接続された複数のＬＳＩ間でデータを伝送する方法に
関し、より特定的には、外部バスを介して互いに接続されたディジタル信号処理ＬＳＩお
よびＤ／Ａ変換ＬＳＩを備えたＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理
ＬＳＩからＤ／Ａ変換ＬＳＩへ外部バスを通じてディジタル信号を伝送する方法、および
その方法を用いたＤＶＤオーディオ再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
最近、片面一層方式で４．７ＧＢの容量を持つＤＶＤに主としてオーディオ信号を記録す
ることによって、高品質な音声のマルチチャンネル再生を実現するＤＶＤオーディオ規格
が決められつつあり、ＤＶＤオーディオ・ディスクを再生するためのＤＶＤオーディオ再
生装置の開発も進められている。
ＤＶＤオーディオ規格では、様々なサンプリング周波数，量子化ビット数およびチャンネ
ル数を持つオーディオ信号の記録再生が可能となっている。例えば、サンプリング周波数
１９２ｋＨｚ，量子化ビット数２４，チャンネル数２のオーディオ信号を記録して、最高
周波数が９６ｋＨｚに達するステレオ音声を再生したり、あるいは、サンプリング周波数
９６ｋＨｚ，量子化ビット数２４，チャンネル数６のオーディオ信号を記録して、最高周
波数が４８ｋＨｚのマルチチャンネル音声を再生したりすることができる。さらには、ビ
デオ信号もＤＶＤに記録して、音声と共に映像を再生するなど、多彩な記録再生が可能と
なっている。
なお、オーディオ信号のサンプリング周波数としては、１９２／９６／４８ｋＨｚおよび
１７６．４／８８．２／４４．１ｋＨｚがあり、量子化ビット数としては、２４／２０／
１６ｂｉｔがある。
【０００３】
図１１は、従来のＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６から
Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７へのディジタル信号の伝送に関連する部分の構成を示す図である。
図１１において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６と、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７とは、外部バス１
３～１５を介して互いに接続されている。ディジタル信号処理ＬＳＩ６は、入力されるデ
ィジタル信号（パケットストリーム）を処理して、ディジタル信号を生成する。Ｄ／Ａ変
換ＬＳＩ７は、ディジタル信号処理ＬＳＩ６から出力されるディジタル信号をＤ／Ａ変換
して、アナログ信号を生成する。
【０００４】
図１２は、図１１のディジタル信号処理ＬＳＩ６から出力されるディジタル信号を示すタ
イミングチャートである（チャンネル数２の場合）。図１２において、ワードクロックは
、シリアルデータのチャンネルが切り替わるタイミングを表すクロック信号であり、図１
１の外部バス１３を伝送される。シリアルデータは、２つのチャンネル（ｃｈ１，ｃｈ２
）のデータを含み、外部バス１４を伝送される（なお、例えばチャンネル数が４の場合は
、２つのチャンネル（ｃｈ３，ｃｈ４）を含む別のシリアルデータが、上記シリアルデー
タと並列に出力される）。ビットクロックは、シリアルデータと同期したクロック信号で
あり、外部バス１５を伝送される。これらワードクロック，シリアルデータおよびビット
クロックから、ｃｈ１，ｃｈ２の各Ｂｉｔ配列｛ＭＳＢ，２３，２２，…，３，２，ＬＳ
Ｂ｝が得られる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように、従来のＤＶＤオーディオ再生装置では、ディジタル信号処理ＬＳＩ６と、
Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７とは、別々のチップ上に設けられ、外部バス１３～１５を介して互い
に接続されている。そのため、ディジタル信号処理ＬＳＩ６およびＤ／Ａ変換ＬＳＩ７の
間の外部バス１３～１５からディジタル信号を取り出して、不正にコピーすることができ
るという問題点があった。Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７に入力される直前のディジタル信号からは
、前述のような超高品質なステレオ音声や、高音質なマルチチャンネル音声が簡単に再生
できてしまう（図１２参照）。
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【０００６】
なお、ディジタル信号処理ＬＳＩ６とＤ／Ａ変換ＬＳＩ７とを単一チップ上に設ければ、
外部バス１３～１５からディジタル信号を取り出す不正コピーを防ぐことができる。しか
し、この場合、ディジタル信号処理ＬＳＩ６側で行われるディジタル信号処理による雑音
等が、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７に含まれるアナログ回路部分へと混入し、その結果、Ｄ／Ａ変
換ＬＳＩ７から出力されるアナログ信号の品質が劣化するという別の問題が生じる。ＤＶ
Ｄオーディオを再生する場合、（例えばＣＤ再生と比べ）高速なディジタル信号処理が行
われるので、この品質劣化が著しい。
【０００７】
それゆえに、本発明の目的は、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩへ入力される直前のディジタル信号を取
り出して不正にコピーされるのを防ぐことができるようなＤＶＤオーディオ再生装置を提
供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　第１の発明は、音楽記録媒体から音声情報を再生するオーディオ再生装置であって、
　外部バスを介して互いに接続されたディジタル信号処理ＬＳＩ、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ、属
性情報読み取り手段、属性情報解析手段、およびスクランブル／デスクランブル制御手段
を備え、
　ディジタル信号処理ＬＳＩは、
　　音楽記録媒体から読み出されたディジタル信号を処理するディジタル信号処理手段と
、
　　ディジタル信号処理手段から出力されるディジタル信号をスクランブルするスクラン
ブル処理手段とを有し、
　Ｄ／Ａ変換ＬＳＩは、
　　外部バスを通じて伝送されてくるスクランブルされたディジタル信号をデスクランブ
ルするデスクランブル処理手段と、
　　デスクランブル処理手段から出力されるディジタル信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換
手段とを有し、
　属性情報読み取り手段は、音楽記録媒体から読み出されたディジタル信号を処理して得
られる音声の品質に関連する情報（以下、ディジタル信号品質情報）を含む属性情報を読
み取り、
　属性情報解析手段は、属性情報読み取り手段により読み取られた属性情報を解析し、
　スクランブル／デスクランブル制御手段は、属性情報解析手段の解析結果に基づいて、
スクランブル処理手段と、デスクランブル処理手段とを制御する。
【０００９】
上記第１の発明では、第１のＬＳＩおよび第２のＬＳＩの間の外部バスを伝送される信号
がスクランブルされているので、たとえ外部バスからデータを取り出して不正にコピーし
ても、それを再生することができない。
【００１１】
　上記第１の発明では、ディジタル信号処理ＬＳＩおよびＤ／Ａ変換ＬＳＩの間の外部バ
スを伝送されるディジタル信号がスクランブルされているので、たとえ外部バスからディ
ジタル信号を取り出して不正にコピーしても、それを再生することができない。
【００１４】
　上記第１の発明では、ディジタル信号の属性に応じたスクランブル／デスクランブルを
行う。
【００１６】
　上記第１の発明では、ディジタル信号の品質に見合った秘匿性が実現されるようなスク
ランブル／デスクランブルを行う（例えば、高品質の信号ほど高い秘匿性を実現する等）
。その結果、スクランブル／デスクランブル処理の効率も高まる。
【００１７】
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　第２の発明は、第１の発明において、ディジタル信号品質情報は、当該ディジタル信号
のサンプリング周波数および／または量子化ビット数であることを特徴としている。
【００１８】
　第３の発明は、第１の発明において、
　スクランブル／デスクランブル制御手段は、
　　スクランブル処理手段を制御するスクランブル情報と、デスクランブル処理手段を制
御するデスクランブル情報を保持しており、
　　一のスクランブル情報と、一のデスクランブル情報との組であるスクランブル／デス
クランブル情報に付与された識別子と、属性情報解析手段により解析された属性情報の解
析結果とを互いに対応付けた一つ以上の組が記載されたテーブルとを保持しており、
　　属性情報解析手段から解析結果を受け取り、テーブルを参照し解析結果に対応するス
クランブル／デスクランブル情報を選択し、
　　選択したスクランブル／デスクランブル情報をスクランブル処理手段と、デスクラン
ブル処理手段とにそれぞれ与え、スクランブル処理手段と、デスクランブル処理手段とを
制御することを特徴としている。
【００１９】
　第４の発明は、第３の発明において、
　ディジタル信号処理ＬＳＩは、スクランブル処理手段を制御するスクランブル情報を複
数有するスクランブル制御手段を有し、
　Ｄ／Ａ変換ＬＳＩは、デスクランブル処理手段を制御するデスクランブル情報を複数有
するデスクランブル制御手段を有し、
　スクランブル／デスクランブル制御手段は、
　　一のスクランブル情報と、一のデスクランブル情報との組みであるスクランブル／デ
スクランブル情報に付与された識別子と、属性情報解析手段により解析された属性情報の
解析結果とを互いに対応付けた一つ以上の組が記載されたテーブルを保持しており、
　　属性情報解析手段から解析結果を受け取り、テーブルを参照し、解析結果に対応する
スクランブル／デスクランブル情報を選択し、
　　選択したスクランブル／デスクランブル情報に付与された識別子をスクランブル制御
手段と、デスクランブル制御手段にそれぞれ出力し、、
　スクランブル制御手段は、
　　前記スクランブル／デスクランブル制御手段から出力された識別子に対応するスクラ
ンブル情報をスクランブル処理手段に与え、
　デスクランブル制御手段は、
　　スクランブル／デスクランブル制御手段から出力された識別子に対応するデスクラン
ブル情報をデスクランブル処理手段に与えることを特徴としている。
【００２０】
　上記第４の発明では、複数のスクランブル情報を持つスクランブル制御部がディジタル
信号処理ＬＳＩの内部に含まれ、かつ、複数のデスクランブル情報を持つデスクランブル
制御部がＤ／Ａ変換ＬＳＩの内部に含まれているので、スクランブル／デスクランブル情
報が漏洩することがない。その結果、不正にコピーされたディジタル信号が再生可能とな
る危険がなくなる。
【００２１】
　第５の発明は、第１の発明において、スクランブル／デスクランブル制御手段は、属性
情報解析手段の解析結果に基づいて、最も品質の高い再生音声が得られるディジタル信号
から順番に、スクランブル／デスクランブルの手順がより複雑な処理を実行するように、
スクランブル処理手段と、デスクランブル処理手段とを制御することを特徴としている。
【００２９】
【発明の実施の形態】
（第１の実施形態）
図１は、本発明の第１の実施形態に係るＤＶＤオーディオ再生装置の構成を示すブロック
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図である。
図１において、ＤＶＤオーディオ再生装置は、ピックアップ１と、ドライバ２と、サーボ
回路３と、エラー訂正回路４と、暗号復号回路５と、ディジタル信号処理ＬＳＩ６と、Ｄ
／Ａ変換ＬＳＩ７と、システムコントローラ８とを備えている。
【００３０】
ピックアップ１は、ＤＶＤオーディオ・ディスク１２からディジタル信号を読み出す。ド
ライバ２は、ピックアップ１を駆動する。サーボ回路３は、ドライバ２の動きを安定に保
つ。エラー訂正回路４は、ピックアップ１から出力されるディジタル信号の誤りを訂正す
る。暗号復号回路５は、エラー訂正回路４から出力される予め暗号化されたディジタル信
号を復号する。
ディジタル信号処理ＬＳＩ６は、暗号復号回路５から出力されるディジタル信号を処理す
る。Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７は、ディジタル信号処理ＬＳＩ６から出力されるディジタル信号
をＤ／Ａ変換する。
システムコントローラ８は、ＣＰＵ９やＲＡＭ１０、ＲＯＭ１１などを含み、ディジタル
信号処理ＬＳＩ６およびＤ／Ａ変換ＬＳＩ７を制御する。
なお、上記の各回路（３～５）は、ソフト的に実現してもよい。
【００３１】
上記のように構成されたＤＶＤオーディオ再生装置の動作の概要について、以下に説明す
る。
図１において、ＤＶＤオーディオ・ディスク１２がＤＶＤオーディオ再生装置にセットさ
れ、図示しないＰＬＡＹボタンが押されると、ディスク１２は、図示しないモータの駆動
を受けて回転を開始する。一方、ピックアップ１は、ドライバ２の駆動を受けて、ディス
ク１２の半径方向に沿って移動しつつ、回転するディスク１２からディジタル信号を読み
出していく。こうしてディスク１２からディジタル信号が読み出されている間、ドライバ
２の動きは、サーボ回路３によって安定に保たれる。
【００３２】
エラー訂正回路４は、ピックアップ１から出力されるディジタル信号を受け、そのディジ
タル信号の誤りを訂正する。暗号復号回路５は、エラー訂正回路４４から出力される予め
暗号化されたディジタル信号を受け、そのディジタル信号を復号する。なお、誤り訂正お
よび暗号復号については、本発明の趣旨と直接には関係がないので、説明を省略する。
ディジタル信号処理ＬＳＩ６は、システムコントローラ８の制御を受け、暗号復号回路５
から出力されるディジタル信号を処理して、ディジタル・オーディオ信号およびディジタ
ル・ビデオ信号（ただし後者の信号は必須でない）を生成する。
【００３３】
ここで、ディジタル信号処理ＬＳＩ６が行う処理の具体例を説明する。
図２は、図１のディジタル信号処理ＬＳＩ６へと入力されるディジタル信号の内容および
構造を示す模式図である。図２（Ａ）において、ディジタル信号は、複数のグループに区
分され、さらに、グループは、複数のトラックに分割される。ここでいう「トラック」は
、１つ１つの曲に該当し、「グループ」は、複数の曲からなるアルバムに相当する。
【００３４】
上記のような内容を持つディジタル信号は、図２（Ｂ）に示されるように、複数のパケッ
トがシリアルに連なるパケットストリームの構造を有する。
パケットは、ヘッダ部とデータ部とで構成される。データ部には、ディジタル・オーディ
オ信号（またはディジタル・ビデオ信号）が格納され、ヘッダ部には、その信号の属性情
報が記述される。
【００３５】
上記の属性情報としては、例えば、（１）データ部に格納されているディジタル信号がオ
ーディオかビデオかを示す情報や、（２）データ部に格納されているディジタル信号がオ
ーディオの場合、そのサンプリング周波数や量子化ビット数、チャンネル番号（すなわち
、例えばチャンネル数が６の場合であれば第１～第６ｃｈのうちどのチャンネルの信号か
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を示す情報）、（３）データ部に格納されているディジタル信号がグループやトラックの
先頭または末尾部分のものであることを示す情報などがある。
【００３６】
上記のような構造を有するディジタル信号がディジタル信号処理ＬＳＩ６へと入力されて
くると、ディジタル信号処理ＬＳＩ６では、最初、（α）各パケットのヘッダの内容（上
記の属性情報）を読み取り、次に、（β）そのディジタル信号をオーディオとビデオとに
振り分け、次に、（γ）ディジタル・オーディオ信号（およびディジタル・ビデオ信号）
を生成する処理が行われる。
【００３７】
上記（α）の処理でヘッダから読み取られた属性情報は、ディジタル信号処理ＬＳＩ６か
らシステムコントローラ８に通知される。システムコントローラ８は、通知された属性情
報に基づいてディジタル信号処理ＬＳＩ６を制御し、その結果、ディジタル信号処理ＬＳ
Ｉ６において上記（β），（γ）の処理が実現される。
【００３８】
ディジタル信号処理ＬＳＩ６で生成されたディジタル・ビデオ信号は、図示しない映像処
理回路へと送られる。一方、ディジタル・オーディオ信号は、外部バス１３～１５を通じ
てＤ／Ａ変換ＬＳＩ７へと伝送される。
なお、ディジタル・ビデオ信号については、本発明の趣旨と直接には関係がないので説明
を省略し、以下では、ディジタル・オーディオ信号を単に「ディジタル信号」と呼ぶこと
にする。
【００３９】
Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７では、伝送されてきたディジタル信号をＤ／Ａ変換する処理が行われ
、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７からは、アナログ信号が出力される。その際、システムコントロー
ラ８がディジタル信号処理ＬＳＩ６から通知された属性情報に基づいてＤ／Ａ変換ＬＳＩ
７を制御しており、それによって、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７上では、ディジタル信号のチャネ
ル数やサンプリング周波数、量子化ビット数に応じたＤ／Ａ変換処理が実現される。
以上が、図１のＤＶＤオーディオ再生装置の動作の概要である。
【００４０】
次に、本発明の特徴であるディジタル信号処理ＬＳＩ６からＤ／Ａ変換ＬＳＩ７へのディ
ジタル信号の伝送について、詳細に説明する。
図３は、図１のＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６からＤ
／Ａ変換ＬＳＩ７へのディジタル信号の伝送に関連する部分の構成例を示す図である。
図３において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６と、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７とは、外部バス１３
～１５を介して互いに接続されている。ディジタル信号処理ＬＳＩ６は、ディジタル信号
処理回路１６と、スクランブル処理回路１７とを含む。Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７は、デスクラ
ンブル処理回路１８と、Ｄ／Ａ変換回路１９とを含む。なお、上記の各回路（１６～１９
）は、ソフト的に実現してもよい。
【００４１】
図４は、図１のＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６からＤ
／Ａ変換ＬＳＩ７へのディジタル信号の伝送に関連する部分の動作例を示すフローチャー
トである。
図４において、最初、ディジタル信号処理ＬＳＩ６では、ディジタル信号処理回路１６が
、入力されてくるディジタル信号を処理（その具体例については前述した）する（ステッ
プＳ１）。次に、スクランブル処理回路１７は、ディジタル信号処理回路１６から出力さ
れるディジタル信号をスクランブルする（ステップＳ２）。
【００４２】
そして、ステップＳ２でスクランブルされたディジタル信号がディジタル信号処理ＬＳＩ
６からＤ／Ａ変換ＬＳＩ７へ外部バス１３～１５を通じて伝送される（ステップＳ３）。
【００４３】
Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７では、デスクランブル処理回路１８が、ステップＳ３で伝送されてき
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たディジタル信号（すなわち、スクランブル処理回路１７によってスクランブルされたデ
ィジタル信号）をデスクランブルする（ステップＳ４）。次に、Ｄ／Ａ変換回路１９は、
デスクランブル処理回路１８から出力されるディジタル信号（すなわち、デスクランブル
後のディジタル信号）をＤ／Ａ変換する（ステップＳ５）。
以上が、ディジタル信号処理ＬＳＩ６からＤ／Ａ変換ＬＳＩ７へのディジタル信号の伝送
に関連する部分の動作例である。
【００４４】
以上の説明において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６から出力されるディジタル信号につい
ては、図１２のタイミングチャートに示されている（従来の技術を参照）。以下には、上
記のスクランブル処理およびデスクランブル処理の具体例について説明する。
【００４５】
図５～図７は、図３のスクランブル処理回路１７およびデスクランブル処理回路１８にお
いて行われるスクランブル処理およびデスクランブル処理の具体例（第１～第３の具体例
）を説明するための図である。図５～図７に共通して、（ａ）には、ディジタル信号処理
回路１６から出力されるディジタル信号が示され、（ｂ）には、スクランブル処理回路１
７から出力されるディジタル信号が示され、（ｃ）には、デスクランブル処理回路１８か
ら出力されるディジタル信号が示されている。
【００４６】
図５に示される処理は、ディジタル信号を、チャネル毎にサンプルポイントを単位として
スクランブルする、つまり、１つのチャンネル内において、サンプルポイントを時間軸上
で入れ替えるようなスクランブル処理の一例である。
図５において、ディジタル信号処理回路１６から出力されるディジタル信号（ａ）は、ｃ
ｈ１およびｃｈ２の２つのチャンネルからなる。ｃｈ１には、ｎ個のサンプルポイント｛
Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，…，Ｌｎ｝がこの順序で含まれる。同様に、ｃｈ２には、ｎ個のサン
プルポイント｛Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，…，Ｒｎ｝がこの順序で含まれる。
【００４７】
上記（ａ）のディジタル信号がスクランブル処理回路１７に入力されると、スクランブル
処理回路１７では、その信号に含まれるサンプルポイントを一定の規則に従って並べ替え
るスクランブル処理が行われる。ここでは、連続する４つのサンプルポイントを１つのグ
ループとして、１つ１つのグループにおいて、それぞれ第２番目のサンプルポイントと第
３番目のサンプルポイントとを互いに入れ替えるようなスクランブル処理が行われるもの
とする。
【００４８】
従って、スクランブル処理回路１７から出力されるディジタル信号（ｂ）は、ｃｈ１が｛
Ｌ１，Ｌ３，Ｌ２，Ｌ４，…，Ｌ２ｎ－１，Ｌ２ｎ＋１，Ｌ２ｎ，Ｌ２ｎ＋２｝となり、
ｃｈ２が｛Ｒ１，Ｒ３，Ｒ２，Ｒ４，…，Ｒ２ｎ－１，Ｒ２ｎ＋１，Ｒ２ｎ，Ｒ２ｎ＋２
｝となる。
【００４９】
そして、上記（ｂ）のディジタル信号がデスクランブル処理回路１８に入力されると、デ
スクランブル処理回路１８では、その信号に含まれるサンプルポイントを、スクランブル
側とは逆の規則に従って並べ替えるデスクランブル処理が行われる（ここでは、１つ１つ
のグループにおいて、それぞれ第２番目のサンプルポイントと第３番目のサンプルポイン
トとを再度、互いに入れ替えればよい）。こうして、デスクランブル処理回路１８からは
、ディジタル信号処理回路１６から出力されるディジタル信号（ａ）と同一のディジタル
信号（ｃ）が出力される。
【００５０】
図６に示される処理は、ディジタル信号を、チャンネル毎にバイトを単位としてスクラン
ブルする、つまり、１つのチャンネル内において、バイトを時間軸上で入れ替えるような
スクランブル処理の一例である。
図６において、ディジタル信号処理回路１６から出力されるディジタル信号（ａ）を構成
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する１つ１つのサンプルポイントには、それぞれ２４個のビット｛ＭＳＢ，２３，２２，
２１，…，３，２，ＬＳＢ｝がこの順序で含まれる。これら２４個のビットのうち、先頭
から８個のビット（ＭＳＢ，２３，２２，…１７）を第１バイト、次の８個のビットを（
１６，１５，１４，…，９）を第２バイト、最後の８個のビット（８，７，６，…，ＬＳ
Ｂ）を第３バイトと呼ぶことにする。
【００５１】
上記（ａ）のディジタル信号がスクランブル処理回路１７に入力されると、スクランブル
処理回路１７では、その信号を構成するバイトを一定の規則に従って並べ替えるスクラン
ブル処理が行われる。ここでは、１つ１つのサンプルポイントにおいて、それぞれ第１バ
イトと第３バイトとを互いに入れ替えるようなスクランブル処理が行われるものとする。
【００５２】
従って、スクランブル処理回路１７から出力されるディジタル信号（ｂ）は、１つ１つの
サンプルポイントが｛（８，７，６，…，ＬＳＢ），（１６，１５，１４，…，９），（
ＭＳＢ，２３，２２，…，１７）｝のようになる。
【００５３】
そして、上記（ｂ）のディジタル信号がデスクランブル処理回路１８に入力されると、デ
スクランブル処理回路１８では、その信号に含まれるバイトを、スクランブル側とは逆の
規則に従って並べ替えるデスクランブル処理が行われる（ここでは、１つ１つのサンプル
ポイントにおいて、それぞれ第１番バイトと第３バイトとを再度、互いに入れ替えればよ
い）。
こうして、デスクランブル処理回路１８からは、ディジタル信号処理回路１６から出力さ
れるディジタル信号（ａ）と同一のディジタル信号（ｃ）が出力される。
なお、図５，図６に示されているチャンネル毎のスクランブルの例は、それぞれサンプル
ポイント，バイトを単位としてスクランブルを行っているが、それ以外のデータ集合を単
位としてスクランブルしてもよい。
【００５４】
図７に示される処理は、ディジタル信号を、チャンネル間でサンプルポイントを単位とし
てスクランブルする、つまり、あるチャンネルと別のチャンネルとの間で、サンプルポイ
ントを互いに入れ替えることによってスクランブルするようなスクランブル処理の一例で
ある。
図７において、ディジタル信号処理回路１６から出力されるディジタル信号（ａ）は、ｃ
ｈ１およびｃｈ２の２つのチャンネルからなる。ｃｈ１には、ｎ個のサンプルポイント｛
Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，…，Ｌｎ｝がこの順序で含まれる。同様に、ｃｈ２には、ｎ個のサン
プルポイント｛Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，…，Ｒｎ｝がこの順序で含まれる。
【００５５】
上記（ａ）のディジタル信号がスクランブル処理回路１７に入力されると、スクランブル
処理回路１７では、その信号のｃｈ１側のサンプルポイントと、ｃｈ２側のサンプルポイ
ントとを一定の規則に従って入れ替えるスクランブル処理が行われる。ここでは、ｃｈ１
およびｃｈ２の第２番目，第４番目，第６番目，…、第ｎ番目のサンプルポイントを互い
に入れ替えるようなスクランブル処理が行われるものとする。
【００５６】
従って、スクランブル処理回路１７から出力されるディジタル信号（ｂ）は、ｃｈ１が｛
Ｌ１，Ｒ２，Ｌ３，…，Ｌｎ－１，Ｒｎ｝となり、ｃｈ２が｛Ｒ１，Ｌ２，Ｒ３，…，Ｒ
ｎ－１，Ｌｎ｝となる。
なお、図７に示されているチャンネル間でのスクランブルの例は、サンプルポイントを単
位としてスクランブルを行っているが、バイトを単位としてスクランブルしても、それ以
外のデータ集合を単位としてスクランブルしてもよい。
【００５７】
そして、上記（ｂ）のディジタル信号がデスクランブル処理回路１８に入力されると、デ
スクランブル処理回路１８では、その信号のｃｈ１側のサンプルポイントとｃｈ２側のサ



(10) JP 4260343 B2 2009.4.30

10

20

30

40

50

ンプルポイントを、スクランブル側とは逆の規則に従って並べ替えるデスクランブル処理
が行われる（ここでは、ｃｈ１およびｃｈ２の第２番目，第４番目，第６番目，…、第ｎ
番目のサンプルポイントを再度、互いに入れ替えればよい）。
こうして、デスクランブル処理回路１８からは、ディジタル信号処理回路１６から出力さ
れるディジタル信号（ａ）と同一のディジタル信号（ｃ）が出力される。
【００５８】
以上のように、第１の実施形態に係るＤＶＤオーディオ再生装置では、ディジタル信号処
理ＬＳＩ６およびＤ／Ａ変換ＬＳＩ７の間の外部バス１３～１５を伝送されるディジタル
信号がスクランブルされているので、たとえ外部バス１３～１５からディジタル信号を取
り出して不正にコピーしても、それを再生することができない。
【００５９】
（第２の実施形態）
本発明の第２の実施形態に係るＤＶＤオーディオ再生装置の全体構成は、第１の実施形態
と同様なので、以下の説明にも、図１のブロック図を援用する。また、ＤＶＤオーディオ
再生装置の動作の概要も、第１の実施形態と同様であり、説明を省略する。
【００６０】
図８は、図１のＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６および
Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７の間のディジタル信号伝送に関連する部分の構成例を示す図である。
図８において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６と、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７とは、外部バス１３
～１５を介して互いに接続されている。ディジタル信号処理ＬＳＩ６は、ヘッダ読み取り
回路２０と、ディジタル信号処理回路１６と、スクランブル処理回路１７とを含む。Ｄ／
Ａ変換ＬＳＩ７は、デスクランブル処理回路１８と、Ｄ／Ａ変換回路１９とを含む。シス
テムコントローラ８は、ヘッダ解析部２１と、スクランブル／デスクランブル制御部２２
とを含む。
なお、本実施形態では、ヘッダ読み取り回路２０は、ディジタル信号処理ＬＳＩ６の内部
に設けられているが、ＬＳＩ６の外部に設けられてもよい。
【００６１】
ヘッダ読み取り回路２０は、ディジタル信号処理ＬＳＩ６へと入力されるディジタル信号
のヘッダ（図２参照）に記載された属性情報（第１の実施形態を参照）を読み取り、その
情報をシステムコントローラ８に通知する。ディジタル信号処理回路１６は、ディジタル
信号を処理（第１の実施形態を参照）する。スクランブル処理回路１７は、システムコン
トローラ８の制御を受け、ディジタル信号処理回路１６から出力されるディジタル信号を
スクランブルする。
【００６２】
デスクランブル処理回路１８は、システムコントローラ８の制御を受け、スクランブル処
理回路１７によってスクランブルされたディジタル信号をデスクランブルする。Ｄ／Ａ変
換回路１９は、デスクランブル処理回路１８から出力されるディジタル信号をＤ／Ａ変換
する。
【００６３】
システムコントローラ８では、ヘッダ解析部２１が、ヘッダ読み取り回路２０から通知さ
れた属性情報を解析し、スクランブル／デスクランブル制御部２２は、ヘッダ解析部２１
の解析結果を受け、スクランブル処理回路１７，デスクランブル処理回路１８にそれぞれ
スクランブル情報，デスクランブル情報を与える。上記のヘッダ解析部２１およびスクラ
ンブル／デスクランブル制御部２２は、図１のＲＯＭ１１に予め格納されたプログラムに
従ってＣＰＵ９が動作することにより実現される。スクランブル処理回路１７，デスクラ
ンブル処理回路１８に与えるべきスクランブル情報，デスクランブル情報も、ＲＯＭ１１
に予め格納されている。
【００６４】
ここで、上記のスクランブル／デスクランブル情報は、スクランブル／デスクランブルを
行う手順を記述した情報である。例えば、図５に示される処理をスクランブル処理回路１
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７およびデスクランブル処理回路１８に行わせる場合、スクランブル情報は、「連続する
４つのサンプルポイントを１つのグループとして、１つ１つのグループにおいて、それぞ
れ第２番目のサンプルポイントと第３番目のサンプルポイントとを互いに入れ替える」と
なる。この場合、デスクランブル情報も、スクランブル情報と同様でよい。
【００６５】
スクランブル／デスクランブル制御部２２は、手順の複雑さが異なる複数組のスクランブ
ル／デスクランブル情報と、それらの中からいずれか１組のスクランブル／デスクランブ
ル情報を選択するためのテーブルとを保持しており、ヘッダ解析部２１の解析結果を受け
ると、このテーブルを参照して、いずれか１組のスクランブル／デスクランブル情報を選
択し、それぞれスクランブル処理回路１７，デスクランブル処理回路１８に与える。
【００６６】
スクランブル／デスクランブル制御部２２が保持しているスクランブル／デスクランブル
情報およびテーブルは、例えば次のようなものである。
図９は、図８のスクランブル／デスクランブル制御部２２が保持しているスクランブル／
デスクランブル情報およびテーブルの内容の一部を示す図である。図９において、テーブ
ル内の属性情報の欄には、１９２ｋＨｚ／２４ｂｉｔ，９６ｋＨｚ／２４ｂｉｔ，４８ｋ
Ｈｚ／２４ｂｉｔ，…が列記され、スクランブル／デスクランブル情報の欄には、各属性
情報と対応して、識別子（以下、ＩＤ）＃１，＃２，＃３，…が記載されている。＃１，
＃２，＃３，…はそれぞれ、第１のスクランブル／デスクランブル情報，第２のスクラン
ブル／デスクランブル情報，第３のスクランブル／デスクランブル情報，…と対応してい
る。
【００６７】
第１のスクランブル／デスクランブル情報は、スクランブル／デスクランブルの手順が最
も複雑な情報であり、第２のスクランブル／デスクランブル情報は、その次に複雑な情報
である。第３のスクランブル／デスクランブル情報は、これら３つの中では、最も単純な
情報である。
【００６８】
すなわち、テーブルでは、最も品質の高い再生音声が得られるディジタル信号（図９に示
されている例の場合、サンプリング周波数が最も高い信号）から順番に、スクランブル／
デスクランブルの手順がより複雑な（従って、より高い秘匿性を実現可能な）スクランブ
ル／デスクランブル情報が対応付けられている。なお、図示はされていないが、サンプリ
ング周波数が同一の場合は、量子化ビット数のより大きいディジタル信号に、より複雑な
スクランブル／デスクランブル情報が対応付けられる。
【００６９】
上記のようなスクランブル／デスクランブル情報の実体およびテーブルを保持しているス
クランブル／デスクランブル制御部２２は、ヘッダ解析部２１の解析結果、すなわち、そ
のヘッダが添付されているパケットに格納されているディジタル信号の属性情報（サンプ
リング周波数等）を受けると、そのテーブルを参照して、その属性情報と対応するスクラ
ンブル／デスクランブル情報を選択する。そして、選択したスクランブル／デスクランブ
ル情報の実体を、それぞれスクランブル処理回路１７，デスクランブル処理回路１８に与
える。
【００７０】
スクランブル処理回路１７は、スクランブル／デスクランブル制御部２２から与えられた
スクランブル情報に基づいて、ディジタル信号処理回路１６から出力されるディジタル信
号を（パケット毎に）スクランブルする。デスクランブル処理回路１８は、スクランブル
／デスクランブル制御部２２から与えられたデスクランブル情報に基づいて、スクランブ
ル処理回路１７によってスクランブルされたディジタル信号を（パケット毎に）デスクラ
ンブルする。
なお、上記の各回路（１６～１９，２０）は、ソフト的に実現してもよい。
【００７１】



(12) JP 4260343 B2 2009.4.30

10

20

30

40

50

以上のように、第２の実施形態に係るＤＶＤオーディオ再生装置では、ディジタル信号処
理ＬＳＩ６およびＤ／Ａ変換ＬＳＩ７の間の外部バス１３～１５を伝送されるディジタル
信号がスクランブルされているので、たとえ外部バス１３～１５からディジタル信号を取
り出して不正にコピーしても、それを再生することができない。
【００７２】
また、スクランブル／デスクランブルを行うためのスクランブル／デスクランブル情報と
して、複雑さの異なる複数種類のスクランブル情報（言い換えれば、実現される秘匿性の
程度が異なる複数のスクランブル情報）を予め準備しておき、伝送されるディジタル信号
の品質に応じて、使用するスクランブル情報を変えるので、高品質の信号ほど高い秘匿性
を実現する等、ディジタル信号の品質に見合った効率のよいスクランブル／デスクランブ
ルを行える。
【００７３】
また、ディジタル信号の品質については、ディジタル信号処理ＬＳＩ６において、入力さ
れてくるディジタル信号を構成する各パケットに添付されたヘッダの内容を参照すること
によって判定している。すなわち、ヘッダには、そのヘッダが添付されたパケットに格納
されたディジタル信号の品質（サンプリング周波数の高低や、量子化ビット数の大小など
）が記述されており、それを読み取ることによって品質の判定を行える。
【００７４】
ここで補足すれば、ＤＶＤオーディオの場合、１枚のディスク内において、グループ（ア
ルバム）またはトラック（曲）単位でディジタル信号の品質を設定することができる。従
って、本実施形態のようにディジタル信号の品質に基づいてスクランブル／デスクランブ
ル情報を選択すれば、グループまたはトラック単位で、使用されるスクランブル／デスク
ランブル情報が自動的に切り替わることになる。
【００７５】
このようにＤＶＤオーディオ再生装置がディジタル信号の品質に応じてスクランブル／デ
スクランブル情報を自動的に選択する代わりに、スクランブル／デスクランブル情報をユ
ーザが任意に指定してもよい。
すなわち、ＤＶＤオーディオ再生装置は、トラックとトラックとの境界（またはグループ
とグループとの境界）を自動的に検出して、グループまたはトラック単位で、ユーザの指
示に応じていずれかのスクランブル／デスクランブル情報を選択するようにしてもよい。
トラックとトラックとの境界（またはグループとグループとの境界）は、図２（Ｂ）のヘ
ッダ部内に記載されている属性情報（３）に基づいて検出することができる。なお、この
属性情報（３）は、データ部に格納されているディジタル信号がグループやトラックの先
頭または末尾部分のものであることを示す情報である。
【００７６】
（第３の実施形態）
本発明の第３の実施形態に係るＤＶＤオーディオ再生装置の全体構成は、第１の実施形態
と同様なので、以下の説明にも、図１のブロック図を援用する。また、ＤＶＤオーディオ
再生装置の動作の概要も、第１の実施形態と同様であり、説明を省略する。
【００７７】
図１０は、図１のＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６およ
びＤ／Ａ変換ＬＳＩ７の間のディジタル信号伝送に関連する部分の構成例を示す図である
。
図１０において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６と、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７とは、外部バス１
３～１５を介して互いに接続されている。ディジタル信号処理ＬＳＩ６は、ヘッダ読み取
り回路２０と、ディジタル信号処理回路１６と、スクランブル処理回路１７と、スクラン
ブル制御部２３とを含む。Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７は、デスクランブル処理回路１８と、デス
クランブル制御部２４と、Ｄ／Ａ変換回路１９とを含む。システムコントローラ８は、ヘ
ッダ解析部２１と、スクランブル／デスクランブル情報選択部２５とを含む。
【００７８】
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ヘッダ読み取り回路２０は、ディジタル信号処理ＬＳＩ６へと入力されるディジタル信号
のヘッダ（図２参照）に記載された属性情報（第１の実施形態を参照）を読み取り、その
情報をシステムコントローラ８に通知する。ディジタル信号処理回路１６は、ディジタル
信号を処理（第１の実施形態を参照）する。スクランブル処理回路１７は、スクランブル
制御部２３の制御を受け、ディジタル信号処理回路１６から出力されるディジタル信号を
スクランブルする。スクランブル制御部２３は、スクランブル処理回路１７にスクランブ
ル情報を与える。
【００７９】
上記のスクランブル制御部２３は、ディジタル信号処理ＬＳＩ６内に設けられたＣＰＵ（
図示せず）が、同じくＬＳＩ６内に設けられたＲＯＭ（図示せず）に格納されているプロ
グラム従って動作することよって実現される。スクランブル処理回路１７に与えるべきス
クランブル情報も、このＲＯＭに予め格納されている。
【００８０】
デスクランブル処理回路１８は、デスクランブル制御部２４の制御を受け、スクランブル
処理回路１７によってスクランブルされたディジタル信号をデスクランブルする。デスク
ランブル制御部２４は、デスクランブル処理回路１８にデスクランブル情報を与える。Ｄ
／Ａ変換回路１９は、デスクランブル処理回路１８から出力されるディジタル信号をＤ／
Ａ変換する。
【００８１】
上記のデスクランブル制御部２４は、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７内に設けられたＣＰＵが、同じ
くＬＳＩ７内に設けられたＲＯＭに格納されているプログラム従って動作することより実
現される。デスクランブル処理回路１８に与えるべきデスクランブル情報も、このＲＯＭ
に予め格納されている。
【００８２】
システムコントローラ８では、ヘッダ解析部２１が、ヘッダ読み取り回路２０から通知さ
れた属性情報を解析し、スクランブル／デスクランブル情報選択部２５は、ヘッダ解析部
２１の解析結果を受け、どのスクランブル／デスクランブル情報を使用するかを選択して
、スクランブル制御部２３，デスクランブル制御部２４にそれぞれ、選択したスクランブ
ル／デスクランブル情報のＩＤを通知する。
【００８３】
上記ヘッダ解析部２１およびスクランブル／デスクランブル情報選択部２５は、図１のＲ
ＯＭ１１に予め格納されたプログラムに従ってＣＰＵ９が動作することにより実現される
。
ここで、上記のスクランブル／デスクランブル情報は、第２の実施形態で説明したものと
同様のスクランブル／デスクランブルを行う手順を記述した情報である。
【００８４】
本実施形態が上記第２の実施形態と異なるのは、次の点である。すなわち、第２の実施形
態では、システムコントローラ８が、複数組のスクランブル／デスクランブル情報の実体
と、それらの中からいずれか１組のスクランブル／デスクランブル情報を選択するための
テーブルとを保持していた（図９参照）。
これに対し、本実施形態では、システムコントローラ８は、第２の実施形態と同様のテー
ブルだけを保持している。そして、スクランブル情報の実体は、ディジタル信号処理ＬＳ
Ｉ６内に保持され、デスクランブル情報の実体は、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７内に保持されてい
る。
【００８５】
システムコントローラ８では、スクランブル／デスクランブル情報選択部２５がテーブル
を保持している。ヘッダ解析部２１の解析結果、すなわち、そのヘッダが添付されている
パケットに格納されているディジタル信号の属性情報（サンプリング周波数等）を受ける
と、スクランブル／デスクランブル情報選択部２５は、そのテーブルを参照して、（パケ
ット毎に）その属性情報と対応する１組のスクランブル／デスクランブル情報を選択する
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。そして、選択したスクランブル／デスクランブル情報のＩＤをそれぞれ、ディジタル信
号処理ＬＳＩ６内のスクランブル制御部２３と、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７内のデスクランブル
制御部２４とに通知する。
【００８６】
ディジタル信号処理ＬＳＩ６では、スクランブル制御部２３が、複数のスクランブル情報
を保持している。スクランブル制御部２３は、それら複数のスクランブル情報のうち、シ
ステムコントローラ８のスクランブル／デスクランブル情報選択部２５から通知されたＩ
Ｄと対応するスクランブル情報をスクランブル処理回路１７に与える。スクランブル処理
回路１７は、スクランブル制御部２３から与えられたスクランブル情報に基づいて、ディ
ジタル信号処理回路１６から出力されるディジタル信号を（パケット毎に）スクランブル
する。
【００８７】
Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７では、デスクランブル制御部２４が、複数のデスクランブル情報を保
持している。デスクランブル制御部２４は、それら複数のデスクランブル情報のうち、シ
ステムコントローラ８のスクランブル／デスクランブル情報選択部２５から通知されたＩ
Ｄと対応するデスクランブル情報をデスクランブル処理回路１８に与える。デスクランブ
ル処理回路１８は、デスクランブル制御部２４から与えられたデスクランブル情報に基づ
いて、スクランブル処理回路１７によってスクランブルされたディジタル信号を（パケッ
ト毎に）デスクランブルする。
なお、上記の各回路（１６～１９，２０）は、ソフト的に実現してもよい。
【００８８】
以上のように、第３の実施形態に係るＤＶＤオーディオ再生装置では、ディジタル信号処
理ＬＳＩ６およびＤ／Ａ変換ＬＳＩ７の間の外部バス１３～１５を伝送されるディジタル
信号がスクランブルされているので、たとえ外部バス１３～１５からディジタル信号を取
り出して不正にコピーしても、それを再生することができない。
【００８９】
また、スクランブル／デスクランブルを行うためのスクランブル／デスクランブル情報と
して、複雑さの異なる複数種類のスクランブル情報（言い換えれば、実現される秘匿性の
程度が異なる複数のスクランブル情報）を予め準備しておき、伝送されるディジタル信号
の品質に応じて、使用するスクランブル情報を変えるので、高品質の信号ほど高い秘匿性
を実現する等、ディジタル信号の品質に見合った効率のよいスクランブル／デスクランブ
ルを行える。
【００９０】
また、ディジタル信号の品質については、ディジタル信号処理ＬＳＩ６において、入力さ
れてくるディジタル信号を構成する各パケットに添付されたヘッダの内容を参照すること
によって判定している。すなわち、ヘッダには、そのヘッダが添付されたパケットに格納
されたディジタル信号の品質（サンプリング周波数の高低や、量子化ビット数の大小など
）が記述されており、それを読み取ることによって品質の判定を行える。
【００９１】
また、ディジタル信号処理ＬＳＩ６，Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７の内部にそれぞれスクランブル
情報の実体，デスクランブル情報の実体が保持されており、システムコントローラ８から
ディジタル信号処理ＬＳＩ６，Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７へは、使用する情報のＩＤを通知する
だけなので、スクランブル／デスクランブル情報が漏洩して、不正にコピーされたディジ
タル信号が再生可能となる危険がなくなる（なお、第２の実施形態では、スクランブル／
デスクランブル情報の実体をシステムコントローラ８からディジタル信号処理ＬＳＩ６，
Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７へと通知していたので、スクランブル／デスクランブル情報が漏洩す
る恐れがあった）。
【００９２】
なお、第１～第３の実施形態では、特に、ＤＶＤオーディオ再生装置において、外部バス
１３～１５を介して互いに接続されたディジタル信号処理ＬＳＩ６およびＤ／Ａ変換ＬＳ
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Ｉ７の間を伝送されるディジタル信号をスクランブルした。なぜなら、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ
７へと入力される直前のディジタル信号がコピーされると、コピーされた信号から超高品
質のステレオ音声等が簡単に再生できるからである。
すなわち、上記第１～第３の実施形態のように、ＤＶＤオーディオ再生装置において、Ｄ
／Ａ変換ＬＳＩ７へと入力される直前のディジタル信号をスクランブルすることによって
、とりわけ高い不正コピー防止効果が発揮されるといえる。
【００９３】
そのほか、例えばＣＤ再生装置において、Ｄ／Ａ変換ＬＳＩへと入力される直前のディジ
タル信号をスクランブルすることによっても、高い不正コピー防止効果が発揮されるとい
える。
【００９４】
より一般的には、外部バスを介して互いに接続された複数のＬＳＩの間を伝送されるデー
タをスクランブルことによって、上記第１～第３の実施形態程ではないにしろ、一定の不
正コピー防止効果が得られるといえる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るＤＶＤオーディオ再生装置の構成を示すブロック
図である（第２，第３の実施形態にも援用）。
【図２】図１のディジタル信号処理ＬＳＩ６へと入力されるディジタル信号の内容および
構造を示す模式図である。
【図３】図１のＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６からＤ
／Ａ変換ＬＳＩ７へのディジタル信号の伝送に関連する部分の構成例を示す図である。
【図４】図１のＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６からＤ
／Ａ変換ＬＳＩ７へのディジタル信号の伝送に関連する部分の動作例を示すフローチャー
トである。
【図５】図３のスクランブル処理回路１７およびデスクランブル処理回路１８において行
われるスクランブル処理およびデスクランブル処理の第１の具体例を説明するための図で
ある。
【図６】図３のスクランブル処理回路１７およびデスクランブル処理回路１８において行
われるスクランブル処理およびデスクランブル処理の第２の具体例を説明するための図で
ある。
【図７】図３のスクランブル処理回路１７およびデスクランブル処理回路１８において行
われるスクランブル処理およびデスクランブル処理の第３の具体例を説明するための図で
ある。
【図８】図１のＤＶＤオーディオ再生装置（第２の実施形態）において、ディジタル信号
処理ＬＳＩ６およびＤ／Ａ変換ＬＳＩ７の間のディジタル信号伝送に関連する部分の構成
例を示す図である。
【図９】図８のスクランブル／デスクランブル制御部２２が保持しているスクランブル／
デスクランブル情報およびテーブルの内容の一部を示す図である。
【図１０】図１のＤＶＤオーディオ再生装置（第３の実施形態）において、ディジタル信
号処理ＬＳＩ６およびＤ／Ａ変換ＬＳＩ７の間のディジタル信号伝送に関連する部分の構
成例を示す図である。
【図１１】従来のＤＶＤオーディオ再生装置において、ディジタル信号処理ＬＳＩ６から
Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ７へのディジタル信号の伝送に関連する部分の構成を示す図である。
【図１２】図１１のディジタル信号処理ＬＳＩ６から出力されるディジタル信号を示すタ
イミングチャートである（チャンネル数が２の場合）。
【符号の説明】
６…ディジタル信号処理ＬＳＩ
７…Ｄ／Ａ変換ＬＳＩ
８…システムコントローラ
１２…ＤＶＤオーディオ・ディスク
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１３～１５…外部バス
１６…ディジタル信号処理回路
１７…スクランブル処理回路
１８…デスクランブル処理回路
１９…Ｄ／Ａ変換回路
２０…ヘッダ読み取り回路２０
２１…ヘッダ解析部
２２…スクランブル／デスクランブル制御部
２３…スクランブル制御部
２４…デスクランブル制御部
２５…スクランブル／デスクランブル情報選択部

【図１】 【図２】
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